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立
ち
上
が
ろ
う
　み
ん
な
主
役
の
む
ら
お
こ
し

広報

No.4４4 の里 新庄

■人口動態■
平成31年1月31日現在

（  ）内は先月比
男………438人(－2）
女………489人(±0）
計………927人(－2）
世帯数…382戸(－1）

　保育所の子どもたちがとんどさんをし、顔を真

っ黒にしていました。

　　　　　　　　　（14ページに関連記事）
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１
月
16
日
（
水
）
に
消
防
委
員

会
を
開
催
し
、
消
防
団
か
ら
の
要

望
事
項
並
び
に
本
年
度
の
活
動
に

つ
い
て
の
報
告
及
び
来
年
度
の
活

動
予
定
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
前
回
８
月
の
消
防
委
員
会
で
内

容
は
承
認
、
機
器
の
選
定
等
は
継

続
審
議
と
さ
れ
て
い
た
消
防
団
用

無
線
に
つ
い
て
の
詳
細
説
明
も
行

い
ま
し
た
。
災
害
発
生
時
及
び
火

災
発
生
時
に
遠
方
で
あ
っ
て
も
各
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消
防
委
員
会
開
催

部
の
即
時
・
直
接
の
連
絡
を
可
能

に
す
る
た
め
の
無
線
機
器
の
導
入

に
加
え
て
、
簡
易
基
地
局
を
複
数

箇
所
設
置
す
る
こ
と
で
村
内
の
ほ

ぼ
全
域
で
の
無
線
通
信
を
可
能
に

す
る
と
い
う
内
容
に
つ
い
て
、
全

会
一
致
で
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
課
　
千
葉
）

　
１
月
８
日
（
火
）
真
庭
農
協
並

び
に
全
国
共
済
農
協
連
合
会
岡
山

県
本
部
か
ら
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
や
夜
光
タ
ス
キ
等
の
交
通
安

全
資
材
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
真
庭
農
協
の
近
藤
代
表
理

事
常
務
か
ら
小
倉
村
長
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
資
材
は
、
小
学
生
に

配
付
し
、
交
通
事
故
防
止
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
総
務
企
画
課
　
日
並
）

　
林
業
活
性
化
に
よ
る
地
方
創
生

勉
強
会
を
１
月
10
日
（
木
）
に
開

催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、(

株)

古

川
ち
い
き
の
総
合
研
究
所
の
古
川

代
表
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な

り
、
村
内
外
の
林
業
事
業
者
や
森

林
セ
ラ
ピ
ー
協
議
会
、
岡
山
大
学
、

岡
山
県
職
員
、
新
庄
村
職
員
な
ど

で
、
林
業
の
活
性
化
施
策
を
考
え

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
第
１
回
は
、
「
林
業
に
よ
る
地

域
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
〜
全
国
の
活

性
化
事
例
か
ら
学
ぶ
〜
」
と
題
し

た
講
演
会
、
及
び
「
新
庄
村
の
強

林
業
活
性
化
に
よ
る

　
　
　
　地
方
創
生
勉
強
会

交
通
安
全
資
材
の
寄
贈

み
と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

「
資
源
の
豊
富
さ
」
、
「
人
口
の

少
な
さ
」
な
ど
の
特
徴
と
強
み
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
新
庄
村
の
強
み
や

活
性
化
施
策
を
具
体
化
し
て
い
く

予
定
で
す
。

（
産
業
建
設
課
　
池
田
）
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12
月
に
行
っ
た
国
へ
の
要
望
活

動
に
続
き
、
１
月
17
日
（
木
）
に

小
倉
村
長
が
岡
山
県
土
木
部
長
へ
、

村
道
田
浪
線
の
早
期
完
成
に
向
け

た
道
路
整
備
予
算
を
十
分
に
確
保

す
る
よ
う
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

（
産
業
建
設
課
　
島
田
）

　
１
月
18
日
（
金
）
、
真
庭
市
久

世
エ
ス
パ
ス
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

真
庭
い
き
い
き
農
林
業
者
の
つ
ど

い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
新
規
就
農
者
３
名
、
就

林
者
４
名
の
紹
介
が
あ
り
、
活
動

事
例
発
表
を
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

や
真
庭
高
校
が
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
海
米
づ

く
り
研
究
会
議
の
田
中
丈
裕
氏
に

よ
る
「
森
里
川
海
を
つ
な
ぐ
里
海

づ
く
り
〜
備
前
市
日
生
か
ら
の
発

信
〜
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
循
環
型
社
会
や
温
暖

化
対
策
、
生
物
多
様
性
保
存
等
の

取
組
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

旭
川
の
源
流
部
に
位
置
す
る
新
庄

村
、
真
庭
市
に
お
い
て
は
下
流
の

地
域
と
連
携
し
た
資
源
循
環
型
農

業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
な
ど
貴
重
な
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課
　
竹
本
）

　
１
月
27
日
（
日
）
、
新
庄
村
公

民
館
大
会
議
室
を
会
場
に
第
17
回

新
庄
村
ヒ
メ
ノ
モ
チ
生
産
振
興
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
か
ら
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
作
付

が
一
定
以
上
で
一
等
米
の
比
率
が

大
き
い
三
農
家
を
対
象
に
生
産
組

合
長
か
ら
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

真
庭
い
き
い
き
農
林
業
者
の

　
　
　
　
　つ
ど
い
開
催

「
ひ
め
の
も
ち
普
及
月
間
」

ヒ
メ
ノ
モ
チ
生
産
振
興
大
会

　
今
年
度
表
彰
さ
れ
た
農
家
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
野
土
路
地
区
　
植
田 

貴
昭 

氏

　
中
谷
地
区
　
　
西
村 

和
仁 

氏

　
田
浪
地
区
　
　
三
船 

和
勇 

氏

　
ま
た
、
ヒ
メ
ノ
モ
チ
品
質
向
上

に
向
け
て
関
係
事
業
者
よ
り

①
道
の
駅
で
の
販
売
取
組
状
況

②
セ
ル
カ
（
瀬
戸
内
牡
蠣
殻
）
を

　
活
用
し
た
土
作
り

③
鳥
獣
害
対
策
と
し
て
効
果
的
な

　
電
気
牧
柵
等
の
設
置
に
つ
い
て

　
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ヒ
メ
ノ
モ
チ
生
産
組
合
の
出
荷

目
標
で
あ
る
５
，
０
０
０
俵
が
達

成
で
き
る
よ
う
村
と
し
て
も
、
価

格
の
安
定
化
、
需
給
に
応
じ
た
生

産
等
に
つ
い
て
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
生
産
者
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
　
竹
本
）

村
道
田
浪
線
改
良
の
整
備
促
進

　
　
　
　に
係
る
要
望
活
動



　
新
庄
村
が
平
成
22
年
に
制
定
し

た
「
ア
ジ
ア
有
機
農
業
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
推
進
条
例
」
に
基
づ
い

た
「
命
と
食
」
を
通
じ
た
活
動
と

し
て
、
ア
ジ
ア
圏
域
の
大
使
館

（
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
）
を
訪
問
し
、
新
庄
村
産
農
産

物
（
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
農
産

物
）
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
大
使
館
へ
は
新
庄
村
で
栽
培

さ
れ
た
有
機
農
産
物
（
ア
イ
ガ
モ

米
）
と
新
庄
村
の
特
産
品
ひ
め
の

も
ち
を
持
参
し
、
村
の
立
地
や
農

産
業
、
観
光
の
取
組
、
有
機
農
業

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
本
事
業
を
通
じ
て
、
国
内
外
か

ら
の
村
へ
の
交
流
人
口
を
増
や
し
、

産
業
振
興
及
び
村
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
産
業
建
設
課
　
竹
本
）

　
平
成
29
年
６
月
に
修
学
旅
行
で

新
庄
村
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
全

国
有
数
の
進
学
校
・
開
成
高
校

（
東
京
都
荒
川
区
）
の
３
年
生

（
当
時
２
年
生
）
４
０
０
人
と
新

庄
中
学
校
３
年
生
６
人
が
受
験
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
大
安
の
１
月

11
日
に
開
成
高
校
、
同
じ
く
大
安

の
１
月
29
日
に
新
庄
中
学
校
へ
小

倉
村
長
よ
り
「
ひ
め
の
も
ち
の
特

徴
で
あ
る
粘
り
強
さ
で
試
験
に
臨

ん
で
ほ
し
い
」
と
ひ
め
の
も
ち
の

（4）

合
格
祈
願
餅
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。

（
産
業
建
設
課
　
竹
本
）

　
新
庄
村
ひ
め
の
も
ち
大
使
の
芝

田
山
親
方
（
元
横
綱
大
乃
国
）
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
初
場
所
の
１

月
13
日
か
ら
大
相
撲
の
聖
地
、
両

国
国
技
館
で
新
庄
村
の
ひ
め
の
も

ち
が
「
力
餅
」
と
し
て
販
売
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　
ひ
め
の
も
ち
の
特
徴
で
あ
る
粘

り
、
こ
し
の
強
さ
が
大
相
撲
で
最

も
重
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

勝
星
を
表
す
白
丸
が
白
い
丸
餅
に

似
て
お
り
、
縁
起
の
良
い
商
品
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
、
販
売
を
担
当

す
る
国
技
館
サ
ー
ビ
ス
と
の
取
り

引
き
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
国
技

館
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
と
国
技
館
で

地
方
の
特
産
品
を
扱
う
の
は
初
め

て
と
い
う
こ
と
で
、
新
商
品
と
し

て
は
異
例
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
の
販
売
の
ほ
か
、
日
本
相
撲

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
芝
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Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
連
携
事
業

　
　
　
　
　
　
大
使
館
訪
問

田
山
親
方
自
ら
が
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
両
国
国
技
館
で
開
催
さ

れ
る
大
相
撲
で
は
、
新
庄
村
の

「
力
餅
」
に
芝
田
山
親
方
の
推
奨

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
も
の
が
販
売

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
親
戚
、
ご
友

人
の
方
々
等
に
お
知
ら
せ
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

　
力
餅
は
道
の
駅
「
が
い
せ
ん
桜
新

　
　
庄
宿
」
で
も
販
売
を
お
こ
な
っ
て

　
　
い
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
　
竹
本
）

開
成
高
校
と
新
庄
中
学
校
に

　
　
　
ひ
め
の
も
ち
贈
り
激
励

両
国
国
技
館
で

　
　
ひ
め
の
も
ち
販
売
始
ま
る



　
１
月
29
日
（
火
）
、
公
民
館
大

会
議
室
に
お
い
て
、
今
年
度
３
回

目
と
な
る
新
庄
村
総
合
教
育
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
小
中
一
貫
教
育
校
開
校

及
び
高
校
生
へ
の
就
学
支
援
に
つ

い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。

　
今
年
春
か
ら
の
取
組
に
向
け
て
、

小
中
学
校
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境

や
乗
り
入
れ
授
業
な
ど
特
色
を
生

か
し
た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を

行
い
、
来
年
度
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議

会
）
の
導
入
に
よ
り
、
広
く
保
護

者
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
参
画

で
き
る
仕
組
み
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
先
般
実
施
し
ま
し
た

就
学
支
援
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

も
と
に
、
今
後
の
奨
学
金
制
度
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
人
口
減

ス
ト
ッ
プ
対
策
に
つ
な
が
る
教
育

施
策
と
し
て
、
今
後
も
慎
重
に
検

討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
な
お
、
小
中
一
貫
教
育
校
開
校

記
念
式
典
を
４
月
26
日
（
金
）
に

行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

地
域
の
皆
様
も
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

（
教
育
委
員
会
　
山
田
）

第
３
回
新
庄
村
総
合
教
育
会
議
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村
産
材
を
活
用
し
た
村
営
住
宅

　
　
　
　
　
　
完
成
見
学
会

　
村
産
材
を
活
用
し
た
村
営
住
宅

（
が
い
せ
ん
桜
団
地
）
の
完
成
見

学
会
を
２
月
２
日
（
土
）
、
３
日

（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
村
内
外
か
ら
両
日
合
わ
せ
て

１
１
２
名
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
該
村
営
住
宅
は
、
「
移
住
者

応
援
住
宅
」
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

２
月
中
に
入
居
募
集
を
開
始
し
、

４
月
か
ら
の
入
居
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
　（

産
業
建
設
課
　
池
田
）

◎お問い合わせ先

岡山労働局労働基準部賃金室（℡０８６－２２５－２０１４）
または最寄りの労働基準監督署へ

発効日

平成30年12月20日

平成30年12月19日

平成31年１月２日

平成30年12月13日

平成30年12月16日

平成30年12月22日

平成30年12月26日

時間額

918円
939円
912円
854円
900円
931円
856円

特定最低賃金（岡山県内）

耐火物製造業

鉄鋼業

一般機械器具製造業

電気機械器具製造業

自動車・同附属品製造業

船舶製造・修理業、舶用機関製造業

各種商品小売業

岡山県最低賃金 807円 平成30年10月３日
※特定最低賃金が適用されない労働者は、「岡山県最低賃金」が適用されます。

必ずチェック！最低賃金　使用者も、労働者も。
岡山県内の特定最低賃金が改定されました。



お

　
３
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日

　時

　
３
月
14
日(

木)

　
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
15
時

　
３
月
28
日(

木)

　
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
15
時

場

　所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

　
0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
0

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
委
任
状
が
必
要
で
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
山
田
）

２
月
の
納
税 ら

知

せ

死
亡
届
　
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
平
成
31
年
１
月
10
日

　
山
中
　
美
芳
（
満
90
歳
）

＊
平
成
31
年
１
月
14
日

　
稲
田
　
稔
幸
（
満
89
歳
）

出
生
届
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
平
成
30
年
12
月
24
日

　
清
川
　
結
月
（
裕
也
・
有
紀
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
山
田
）

　
固
定
資
産
税
　
（
４
期
）

　
国
　
保
　
税
　
（
９
期
）

　
介
護
保
険
料
　
（
９
期
）

　
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
８
期
）

　
納
期
限
　
２
月
28
日
（
木
）

《
戸
籍
の
動
き
》

年

　金

　相

　談

区 分
村 　 内

12月期

件 数

死 者

軽 傷

重 傷

0

0

0

1件

0人

0人

12

0

3

67件

1人

0 1人 12 69人

12人

本年の累計 12月期 本年の累計

真庭市内

事

故

12月期の交通事故発生状況

平
成
31
年
1
月
受
付
分

　
福
島
県
飯
舘
村
の
復
興
に
向
け

て
、
村
民
に
元
気
と
笑
顔
を
届
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
心
を
つ
な
ぐ
「
ふ
る

さ
と
学
習
」
を
実
践
。
ふ
る
さ
と

に
誇
り
を
持
ち
、
未
来
を
切
り
拓

く
子
ど
も
が
着
実
に
育
ち
始
め
て

い
る
飯
舘
中
学
校
の
取
組
に
つ
い

て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日

　時

　
２
月
24
日
（
日
）

　
　
午
後
２
時
開
式

場

　所

　
新
庄
村
公
民
館
大
会
議
室

演

　題

　
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

講

　師

　
福
島
県
飯
舘
村
立
飯
舘
中
学
校

　
　
校
長
　
和
田
節
子 

氏
　

お
問
い
合
わ
せ
先

  

新
庄
村
教
育
委
員
会

  

　
５
６―

３
１
７
８

(

教
育
委
員
会
　
山
田)

﹁
講
演
会
﹂
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
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相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

　
土
地
・
建
物
を
相
続
で
引
き
継

い
で
も
、
相
続
登
記
を
し
な
け
れ

ば
自
分
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
相
続
登
記
を
し
な
い
間
に
相
続

人
の
誰
か
が
死
亡
す
る
と
、
そ
の

相
続
権
が
次
の
代
に
引
き
継
が
れ

相
続
関
係
が
複
雑
に
な
り
ま
す
。

　
大
切
な
財
産
を
未
来
に
つ
な
げ

る
た
め
に
早
め
に
相
続
登
記
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
法
務
局
で
は
、
予
約
制
に
よ
る

登
記
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
相
続
・
地
目
変
更
な
ど
の
登
記

相
談
に
来
ら
れ
る
際
は
事
前
の
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
岡
山
地
方
法
務
局
津
山
支
局

　
０
８
６
８‐

２
２‐

９
１
５
５

　
平
成
30
年
11
月
15
日
か
ら
平
成

33
年
３
月
31
日
ま
で
に
相
続
登
記

の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
と
次
の

条
件
に
全
て
当
て
は
ま
る
場
合
、

登
録
免
許
税
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

そ
の
条
件
と
は
、

①
土
地
で
あ
る
こ
と

②
法
務
大
臣
が
指
定
す
る
土
地

（
新
庄
村
の
場
合
、
村
内
全
域
）

③
評
価
額
が
十
万
円
以
下
で
あ
る

　
こ
と

　
詳
し
い
こ
と
は
、
法
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
法
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
登
記
相
談
は
予
約
で
の
受
付
と

な
り
ま
す
。

岡
山
地
方
法
務
局
津
山
支
局

　
０
８
６
８‐

２
２‐

９
１
５
５

　
法
務
局
で
は
、
登
記
所
（
法
務

局
）
に
戸
除
籍
謄
本
等
と
法
定
相

続
人
を
一
覧
に
表
し
た
図
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
登
記
官

が
そ
の
一
覧
図
に
認
証
文
を
付
し

た
写
し
を
無
料
で
交
付
す
る
制
度

（
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
）
を

設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
覧
図
は
、
各
種
相
続
手

続
（
相
続
登
記
・
相
続
税
申
告
・

預
貯
金
払
戻
）
に
お
い
て
戸
除
籍

謄
本
の
提
出
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
法
務
局
の｢

法
定
相
続
情
報
証

明
制
度｣

を
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ

い
。

※

　
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
の

　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
法
務
局

　
　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

　
　
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
法
務

　
　
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

岡
山
地
方
法
務
局
津
山
支
局

　
０
８
６
８‐

２
２‐

９
１
５
５

募
集
種
目

　
予
備
自
衛
官
補
・
幹
部
候
補

生
・
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候

補
生

内
容
・
受
付
期
間

　h
ttp
://w
w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/p

c
o
/o
k
a
y
a
m
a
/

　

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
携
帯
電
話

の
場
合
は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
応
募
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

津
山
出
張
所

　
０
８
６
８‐

２
２‐

５
６
３
７

未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記

相
続
登
記
の
登
録
免
許
税
免
除

　
　
　
　
　
　
　の
お
知
ら
せ

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」

　
　
　
　を
御
利
用
く
だ
さ
い

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　防
衛
省



　
進
学
や
就
職
が
決
ま
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
引
っ
越
し
な
ど
の

準
備
に
大
忙
し
の
こ
と
と
は
思
い

ま
す
が
、
健
康
保
険
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？
各
市
町
村
の
国

民
健
康
保
険
に
入
る
と
き
、
や
め

る
と
き
に
は
14
日
以
内
に
届
出
が

必
要
で
す
。

　
国
保
加
入
者
だ
っ
た
方
が
、
就

職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
も
、
自
動
的
に
国
保
の
資

格
が
無
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
役
場
で
の
国
保
脱
退
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
届
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料
を

二
重
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、

医
療
費
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
就

職
や
進
学
、
転
入
・
転
出
な
ど
、

ご
家
族
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

早
め
に
住
民
福
祉
課
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

国
保
に
入
る
と
き

（
国
保
加
入
者
が
）
他
市
町
村
か

　
ら
転
入
す
る
と
き

・
退
職
等
で
職
場
の
健
康
保
険
を

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

　
　
　
　お
知
ら
せ

　
や
め
た
と
き

・
（
国
保
加
入
世
帯
に
）
子
ど
も

　
が
誕
生
し
た
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

・
（
国
保
加
入
者
が
）
他
市
町
村

　
へ
転
出
し
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入

　
し
た
と
き

・
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

　
制
度
へ
加
入
し
た
と
き

･

（
国
保
加
入
者
が
）
死
亡
し
た

　
と
き

※
使
用
し
な
く
な
っ
た
国
民
健
康

　
保
険
証
は
、
誤
っ
て
使
用
す
る

　
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
住
民
福
祉

　
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
渡
辺
）

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
以
降
に
岡

山
県
の
区
域
内
で
発
生
し
た
災
害

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
ご
家
庭
に
対
し
て
、

岡
山
県
よ
り
災
害
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

対

　象

　
現
に
自
己
の
生
活
の
本
拠
と
し

て
住
居
の
用
に
供
し
て
い
る
建
物

子
ど
も
災
害
見
舞
金
を

　
　
　
　
　支
給
し
ま
す

が
、
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
、

床
上
浸
水
の
い
ず
れ
か
の
被
害
を

受
け
た
子
ど
も
の
い
る
世
帯

※

子
ど
も
と
は
、
被
災
日
を
基
準

　
と
し
て
18
歳
に
達
す
る
日
以
後

　
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

　
に
あ
る
お
子
様
（
平
成
30
年
７

　
月
豪
雨
の
場
合
、
平
成
12
年
４

　
月
２
日
か
ら
被
災
日
ま
で
の
間

　
に
生
ま
れ
た
お
子
様
）
を
い
い

　
ま
す
。

支
給
額

　
子
ど
も
一
人
当
た
り
２
万
円

（
当
該
世
帯
の
子
ど
も
の
数
に
応

じ
て
支
給
）

申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

下
記
の
申
請
先
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※

申
請
書
は
市
町
村
役
場
の
窓
口

　
や
県
民
局
福
祉
振
興
課
等
で
配

　
付
し
て
い
る
ほ
か
、
岡
山
県
保

　
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
期
限

　
被
災
日
か
ら
１
年
間
（
平
成
30

年
７
月
豪
雨
分
は
平
成
31
年
10
月

31
日
ま
で
）

お
問
合
せ
・
申
請
先

　
〒
７
０
３‐

８
２
７
８

　
岡
山
市
中
区
古
京
町

　
　
　
　
　
　
　
１‐

７‐

３
６

　
岡
山
県
保
健
福
祉
部

　
　
子
ど
も
家
庭
課

　
　
　
子
ど
も
災
害
見
舞
金
係

　
０
８
６‐

２
２
６‐

７
８
７
４

今
月
の
俳
句
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

家
中
の
声
の
寄
り
来
る
お
で
ん
鍋
　
　
渡
邉

　算
人

病
床
の
台
の
上
げ
下
げ
冬
日
さ
す
　
　
樋
口

　正
直

玄
関
を
い
っ
ぱ
い
に
開
け
今
朝
の
春
　
三
鴨

　浩
子

藁
叩
き
絶
え
て
砧
に
音
も
な
し
　
　
　
峠
下

　
　巖

過
疎
の
村
墨
絵
の
如
く
冬
景
色
　
　
　
兵
江

　道
子

寄
せ
鍋
や
箸
の
数
だ
け
湯
気
が
た
ち
　
三
船
八
寿
子
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「
花
粉
飛
散
予
測
と
予
防

対
策
」

　
１
月
17
日
、
日
本
気
象
協
会
よ

り
平
成
31
年
春
の
花
粉
飛
散
予
測

（
第
３
報
）
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
中
国
地
方
の

平
成
31
年
春
の
花
粉
飛
散
量
は
、

前
シ
ー
ズ
ン
と
比
べ
「
多
い
（
前

シ
ー
ズ
ン
の
１
５
０
％
以
上

２
０
０
％
未
満
）
」
に
該
当
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
中
国
地
方
の
花
粉
飛
散
は

２
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
、
ピ
ー
ク

は
３
月
上
旬
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
早
め
の
予
防
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

﹁
花
粉
症
予
防
対
策
﹂

１
．
マ
ス
ク
︑
眼
鏡
を
着
用
す
る
︒

　
特
に
マ
ス
ク
の
内
側
に
ガ
ー
ゼ

　
を
つ
け
る
と
効
果
が
高
い
で
す
︒

２
．
喚
起
時
に
は
レ
ー
ス
の
カ
ー

　
テ
ン
等
で
遮
る
と
と
も
に
︑
窓

　
を
開
け
る
幅
を
10
㎝
程
度
に

お
元
気
で
す
か
？

　
と
ど
め
ま
し
ょ
う
︒

３
．
掃
除
は
こ
ま
め
に
行
い
︑
掃

　
除
機
の
使
用
だ
け
で
な
く
︑
ぬ

　
れ
雑
巾
や
モ
ッ
プ
に
よ
る
清
掃

　
を
行
い
ま
し
ょ
う
︒

４
．
洗
濯
物
は
屋
内
に
干
す
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う
︒

５
．
衣
類
の
素
材
は
羊
毛
や
毛
織

　
物
は
避
け
︑
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
や

　
綿
製
品
で
起
毛
の
な
い
も
の
を

　
着
用
し
ま
し
ょ
う
︒

　
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
規
則
正
し

い
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

も
重
要
で
す
。
し
っ
か
り
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

（
住
民
福
祉
課
　
大
塚
）

　１月13日（日）、真庭市宮芝グラウンドに

て、第42回冬季真庭サッカー大会が開催さ

れ、新庄村ジュニアスポーツサッカークラブ

員９名が参加しました。

　大会参加者を代表して、キャプテンの坂本

祐典さんが「日頃の練習の成果を充分に発揮

し、一戦一戦全力で戦うことを誓います」と

選手宣誓をしました。

　新庄チームは、予選２試合を美川チーム、

北房チームと戦いましたが、残念ながら決勝

に進むことはできませんでした。

　この日が、６年生にとっては最後の試合と

なりました。今年度は、６年生のクラブ員が

１人というチーム事情の中、高学年の試合に

３年生までを含めた人員で参加しています。

　なかなか勝つことができず、悔しい場面も

多くあったと思いますが、どんな状況でも最

後まで諦めず、一生懸命ボールを追いかける

姿に子どもたちの成長を感じる事ができまし

た。

　保護者の皆様には、早朝より送迎や応援な

どサポートをしていただき、ありがとうござ

いました。

　また、指導者の皆様には、大会準備から大

会終了までの審判、クラブ員へ熱心なご指導

をいただき、感謝申し上げます。

　　　　　　　　　（教育委員会　多久間）

第42回冬季真庭サッカー大会
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初出式

ベッキオバンビーノ2019

美しいメルヘンの里づくり

がいせん桜まつり2019

小中一貫教育校開校記念式典

スポーツチャレンジデー

毛無山山まつり

健康まつり

美しいメルヘンの里づくり

夏のがいせん桜まつり盆踊り大会

合同運動会

新庄・蒜山フォレストレイル2019

長寿のつどい

ふるさと文化祭

成人式

新春ジョギング大会

３月31日（日）

４月６日（土）

４月７日（日）

４月14日（日）

４月26日（金）

５月29日（水）

６月２日（日）

６月11日（火）

８月４日（日）

８月14日（水）

９月８日（日）

10月13日（日）

11月17日（日）

１月２日（木）

１月２日（木）

新庄小中学校グラウンド

新庄村内

がいせん桜通り

新庄小学校

新庄村内

毛無山三合目ほか

ふれあいセンター

新庄村内

がいせん桜通り

新庄小中学校グラウンド

新庄村・真庭市蒜山地域

ふれあいセンター

新庄村公民館

新庄村公民館

新庄村内

平成３１年度　新庄村行事計画

備　　考平成31年度行　　事　　名

クラッシックカーイベント
しだれ桜通り

9月21日（土）
〜9月22日（日）
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社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

　
新
庄
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
31
年
度
の
会
員
の
募

集
を
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
、
村
内
に
在
住
す
る
概
ね
60

歳
以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
方

な
ら
、
ど
な
た
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

　
入
会
の
手
続
き
は
、
所
定
の
申
込
書

に
記
入
の
上
、
年
会
費
千
円
を
添
え
て

申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
作
業
や
仕
事
の
内
容
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
の

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ご
寄
付
】

　
　
　
　
　
　
１
月
１
日
〜
１
月
31
日

　
新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方

か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
香
典
返
し

　
山
中
廣
泰
　
様
　
稲
田
あ
や
子
　
様

　
米
田
和
夫
　
様
（
真
庭
市
）

　
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
10
月
か
ら
12
月
の
期
間
に
お
い

て
実
施
し
た
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
皆
様
の
温
か
い
お
心
に
よ
り
多
く
の

募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
募
金
総
額
は

　
１
８
３
，
６
２
３
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
◆
募
金
額
内
訳
◆

【
戸
別
募
金
】
１
３
８
，
０
０
０
円

【
協
力
店
募
金
】
　
７
，
６
４
３
円

【
職
域
募
金
】
　
３
７
，
９
８
０
円

　
社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
5
6
‐
2
0
0
1

　
今
年
度
も
各
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、

10
月
に
お
願
い
し
ま
し
た
会
費
納
入
に

つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
皆
様
か
ら
会
費

の
趣
旨
・
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

１
月
末
ま
で
に
２
８
５
，
０
０
０
円
納

入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
年
間
を
通
じ
て
納
入
で
き
ま
す
の
で
、

ま
だ
、
未
加
入
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
今
年
度
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、
役

員
改
選
準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
単
位
ク

ラ
ブ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
目
指
し
、

会
員
相
互
の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

１
月
の
活
動
状
況

18
日
　
平
成
30
年
度
第
３
回
役
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
名
）

　
平
成
30
年
度

　
　
　
　
第
３
回
役
員
会

　
１
月
18
日
、
新
年
初
の
顔
合
わ
せ
と

な
る
役
員
会
で
は
、
平
成
30
年
度
に
計

画
し
て
い
る
未
実
施
の
事
業
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
年
度
の
新
規
加
入
対
象
と

な
る
方
に
は
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
が

説
明
と
加
入
の
お
願
い
に
お
伺
い
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
の
予
定

13
日
　
美
作
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
会
長
・
事
務
局
合
同
会
議
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
作
市
）

14
日
　
岡
山
県
老
連
評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
山
市
）

平
成
30
年

赤
い
羽
根
共
同
募
金
集
計
報
告

平
成
30
年
度
社
協
会
費
報
告

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

平
成
31
年
度
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　
　
　
　セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
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　２月１日（金）全校スキー教室が行われま

した。当初の予定では１月２５日（金）だっ

たのですが、降雪が例年になく少なくこの日

に延期しました（この決定の後２５日はイン

フルエンザのため学校閉鎖だったのです

が）。心配した雪も前日にある程度降り、ま

ずまずのゲレンデ状態で滑ることができまし

た。

　ボランティアの方も大勢おいでくださいま

した。少人数の班に分かれ個人のレベルに合

わせて充実した指導ができました。初めて

だった１年生も次々にリフトに挑戦していま

した。他の学年も自分のめあてに向かって

しっかりと練習をすることができ、とても上

達することができていました。それぞれ満足

した一日になったと思います。ボランティア

の方には大変お世話になりました。

　スキー教室を通して、スキーを好きになっ

中学校だより中学校だより中学校だより

小学校だより小学校だより小学校だより 全校スキー教室

　1月は気温の高い日が多く、積雪が少ないこ

とを心配しましたが、今シーズンも蒜山と大

山で計４回のスキー教室が、予定通り実施で

きました。

　ひるぜんベアバレースキー場で３回のス

キー教室を行い、全員がそれぞれにあった技

術で、ベアーズバックコースを一気に滑り降

りるほどに上達していました。１月31日

（木）にはだいせんホワイトリゾートで今

シーズンの総仕上げを行いました。当日は水

分の多い雪が降り、視界の悪い天候でした

が、全員がチャンピオンコースなどの長い

コースも滑り、スキーの楽しさを味わうこと

ができました。

　今シーズン、牧野好正さん、方川 進さん、

坂本茂樹さん、坂本賢治さん、深井英俊さ

ん、黒田眞路さん、福井 学さんをはじめ、多

くの方々に大変お世話になりました。

スキー教室～みんな上達しました～

たり、スキー技術が向上したりするのはもち

ろん、地域の方への感謝の気持ちも持つこと

ができたのではないかと思います。　　　　

　　　　　　　　　　（新庄小学校　岡田）

　スキーは、各人の年齢に応じて楽しめるス

ポーツです。身に付いた技術やマナーは、人

との交流や個人の趣味として生かせていける

ものと思います。

　　　　　　　　　　（新庄中学校　河井）



再生紙を使用しています

　立春を迎え暦の上では春です。まだまだ寒

い日は続いていますが、子ども達はこんな寒

さもへっちゃら！。雪降らないかな・・・と

窓の外を眺めながら雪遊びを楽しみにしてい

る毎日です。進学・進級も近くなってきまし

た。少しずつ気持ちの準備もできるようにし

ながら元気に過ごしていきたいと思います。

◎とんどさん
１月１５日（火）

　とんどさんをしました。年長児は墨を使っ

て書き初めにも挑戦しました。炎と一緒に空

高く舞い上がる様子をしっかり見届け、健や

かな成長を祈りました。

◎親子でお面作り

１月２５日（金）

　参観日を行いました。インフルエンザ等の

感染症のためこの日は登園が数名でしたが、

親子のふれ合いを楽しみながら、節分の鬼の

お面作りを行いました。どんな鬼にしようか

と顔の色・角の色を一生懸命考えたりいろい

ろな素材を使ってカラフルなお面に仕上げた

りとそれぞれ納得いくものができ上がったよ

うです。

　そしてお昼は『ひめのもち普及月間』にち

なんで、ひめのもちをぜんざい・お雑煮・焼

保育所だより保育所だより保育所だより
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餅でいただきました。子ども達の大好きな

「ひめのもち」。たくさんお替わりができま

した。

　

◎豆まき(節分)
２月１日（金）

「おには～そと！ふくは～うち！」と今年も

元気な声が保育所に響き渡りました。　　　

　子ども達お気に入りのお面をかぶり、鬼も

何だか嬉しそうに見えます。自分の心の中に

いる弱い鬼をしっかり退治し、節分行事に参

加した子どもたちの表情は自信に満ちあふれ

ていました。

　今年も一年、元気な笑顔がたくさん見えま

すように！

　　　　　　　　　　　　（保育所　山田）


